
一
、
は
じ
め
に

五
山
文
学
黎
明
期
の
禅
僧
・
天
岸
慧
廣
（
一
二
七
三
〜
一
三
三
五
）
は
無
學
祖
元
、
高
峰
顯
日
に
師
事
し
、
夢
窓
疎
石
の
法
兄
に
あ
た
る
。
在

元
中
に
は
明
極
楚
俊
や
竺
仙
梵
僊
ら
の
高
僧
を
説
得
し
、
日
本
に
招
来
し
た
。
そ
の
功
績
は
決
し
て
軽
い
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
天
岸
慧
廣

に
よ
る
偈
頌
集
『
東
帰
集
』
は
、
明
極
楚
俊
や
竺
仙
梵
僊
、
夢
窓
疎
石
、
足
利
尊
氏
、
足
利
直
義
と
い
っ
た
当
時
の
名
士
た
ち
と
の
交
流
を
知
る

資
料
と
し
て
、
ま
た
黎
明
期
の
日
本
の
五
山
文
芸
界
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
金
剛
幢
下
の
作
風
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
、
そ
の
価
値
は
広
く
世

に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。『
東
帰
集
』
に
は
い
く
つ
か
の
伝
本
が
現
存
し
て
い
る
が
、
中
で
も
自
筆
と
伝
え
ら
れ
る
写
本
は
現
在
、

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
近
代
に
お
い
て
は
、『
東
帰
集
』
の
版
本
を
徳
富
蘇
峰
や
鈴
木
大
拙
（
あ
る
い
は
石
井
光
雄
か
）
が
読
ん
で

い
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
（
１
）
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
東
帰
集
』
自
体
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
為
さ
れ
て
お
ら
ず
、
上
村
観
光
編
『
五
山
文
學
全
集
』
と

北
村
澤
吉
『
五
山
文
学
史
稿
（
２
）
』
に
収
録
さ
れ
る
解
説
、
山
岸
徳
平
校
注
『
五
山
文
学
集

江
戸
漢
詩
集
（
３
）
』
に
わ
ず
か
四
篇
（「
遊
天
童
」「
國
清
寺
」

「
送
僧
帰
蜀
」「
過
厳
陵
臺
」）
の
訳
注
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
『
東
帰
集
』
の
諸
本
を
調
査
、
そ
の
伝
本
系
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根
　
木
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統
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
先
に
拙
稿
（
４
）

で
現
状
の
伝
自
筆
本
の
作
品
配
列
は
、
後
人
の
改
装
に
よ
っ
て
そ
の
原
態
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
本
稿
で
は
伝
自
筆
本
と
版
本
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
版
本
の
方
が
よ
り
『
東
帰
集
』
の
原
態
に
近
い
作
品
配
列
を
有
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

二
、『
仏
乗
禅
師
東
帰
集
』
の
本
文

『
仏
乗
禅
師
東
帰
集
』
の
本
文
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
伝
自
筆
本
（
鎌
倉
末
〜
南
北
朝
初
）
と
、
そ
れ
を
改
訂
し
刊
行
し

た
版
本
（
元
禄
十
六
年
）
で
あ
る
。
以
下
、
調
査
し
た
版
本
（
十
点
）
に
つ
い
て
書
誌
的
な
情
報
を
記
す
。
す
べ
て
同
版
本
で
あ
る
た
め
、
内
題

や
刊
記
な
ど
①
と
重
複
す
る
も
の
は
省
略
し
た
。
伝
自
筆
本
の
書
誌
情
報
に
関
し
て
は
、
拙
稿
（
５
）

で
紹
介
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ

た
い
。

①
　
国
会
図
書
館

一
冊

（
請
求
記
号
）
八
二
一
／
一
八
八

朱
丸
・
朱
傍
点
入
り
（
三
三
丁
オ
〜
三
四
丁
オ
）

内
題
「
佛
乘
禪
師
東
歸
集
」（
以
下
、
す
べ
て
の
版
本
に
同
様
の
内
題
あ
り
。）

外
題
「
佛
乘
東
歸
集
　
全
　
　
張
」

「
佛
乘
東
歸
集
　
全
」
は
打
付
け
書
き
。「
張
」
は
貼
紙
。



白
橡
色
無
地
紙
表
紙
（
覆
い
表
紙
）

白
茶
色
無
地
紙
表
紙
（
原
表
紙
）

縦
二
七
・
〇
×
横
一
八
・
〇
㎝

四
周
単
辺
・
無
界
・
一
面
十
行
（
一
行
二
十
字
詰
）

序
文
三
丁
、
本
文
三
十
八
丁
、
跋
二
丁

刊
記
　
元
禄
十
六
年
癸
未
年
／
六
月
望
前
吉
辰
／
京
師
二
條
通
書
林
重
兵
衛
刊
行

序
文
　
元
禄
辛
巳
歳
抄
春
穀
旦
／
峨
山
直
指
澄
月
潭
拜
手
題

跋
文
　
元
禄
癸
未
仲
夏
日
／
前
主
京
城
大
徳
比
丘
宗
章
拜
手
敬
跋
（
以
下
、
す
べ
て
の
版
本
に
同
様
の
序
跋
あ
り
。）

②
　
京
都
大
学
附
属
図
書
館
（
谷
村
文
庫
）

（
請
求
記
号
）
谷
村
文
庫
／
四
‐
〇
七
／
ト
二

外
題
「
東
歸
集
」（
題
簽
）

花
浅
葱
色
無
地
紙
表
紙

縦
二
七
・
〇
×
横
一
八
・
四
㎝

※
京
都
大
学
電
子
図
書
館
（
貴
重
資
料
画
像
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
表
紙
、
序
跋
、
刊
記
な
ど
一
部
の
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

h
ttp
://d
d
b
.lib
n
et.k
u
lib
.k
y
oto-u

.ac.jp
/ex
h
ib
it/in
d
ex
.h
tm
l

③
　
駒
澤
大
学
図
書
館
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（
請
求
記
号
）
一
五
二
・
二
／
Ｗ
六
四

外
題
「
〔
佛
乘
／
禪
師
〕
東
歸
集
」（
題
簽
）

丁
字
色
と
象
牙
色
の
横
刷
毛
目
表
紙

縦
二
四
・
八
×
横
一
七
・
三
㎝

④
　
駒
澤
大
学
図
書
館

（
請
求
記
号
）
一
五
二
・
二
／
Ｗ
六
四
Ａ

外
題
「
佛
乗
禅
師
東
帰
集
　
全
」（
題
簽
）

鉛
色
無
地
紙
表
紙

縦
二
六
・
二
×
横
一
七
・
八
㎝

〔
識
語
〕（
表
紙
右
肩
に
）
元
筐

（
見
返
し
）
文
政
元
〔
戊
／
寅
〕
臘
日
／
求
之
　
　
　
近
江
／
義
虔
所
持
／
〔
文
義
／
之
印
〕

裏
表
紙
に
「
日
夏
二
□
／

（
欠
損
）

千
手
寺
／
什
木
」

⑤
　
お
茶
の
水
図
書
館
（
成
簣
堂
文
庫
）

外
題
「〔
佛
乗
／
禅
師
〕
東
帰
集
　
　
完
」

後
補
渋
引
表
紙



縦
二
七
・
二
×
横
一
八
・
一
㎝

※
他
の
版
本
で
は
本
文
三
十
八
丁
ウ
に
刊
記
が
あ
る
が
、
こ
の
版
本
だ
け
は
三
十
八
丁
ウ
に
何
も
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
。
本
来
そ
こ
に
あ
る
べ
き

刊
記
は
跋
文
の
後
に
存
在
し
て
い
る
。

（
扉
に
徳
富
蘇
峰
に
よ
る
書
き
込
み
）

珍
書
須
　
　
愛
護
／
是
書
多
年
物
色
今
日
偶
然
／
於
神
田
古
書
肆
所？

攤
書
之
次
／
獲
焉
聊
以
誌？

喜
／
大
正
三
稔マ

マ

八
月
十
六
夕
／
蘇
峯
学
人

（
表
紙
に
蘇
峰
に
よ
る
書
き
込
み
）
昭
和
三
稔？

二
月
尽
／
蘇
峯
老
人
／
珍
籍
／

〈
識
語
〉〈
見
返
し
に
〉
願
成
寺
蔵
書
〔
良
迪
之
章
〕
の
蔵
書
印

（
本
文
一
丁
オ
に
）〔
蘇
峰
審
定
〕
の
蔵
書
印

⑥
　
お
茶
の
水
図
書
館
（
成
簣
堂
文
庫
）
無
刊
記
本

外
題
「
東
帰
集
　
完
」

枇
杷
茶
色
無
地
紙
表
紙

縦
二
五
・
〇
×
横
一
九
・
〇
㎝

〈
構
成
〉
表
紙
、
原
表
紙
か
、
序
（
一
丁
〜
三
丁
ウ
）、
本
文
（
一
丁
〜
三
十
八
丁
ウ→

刊
記
の
枠
あ
り
）、
跋
（
一
丁
〜
二
丁
ウ
）、
原
裏
表
紙
か
、

裏
表
紙
※
三
十
八
丁
ウ
に
刊
記
の
枠
だ
け
が
存
在
し
、
枠
内
は
空
白
。

（
表
紙
に
蘇
峰
に
よ
る
書
き
込
み
）
元
禄
板
／
珍
／
蘇
峰
珍
襲

（
扉
に
蘇
峰
に
よ
る
書
き
込
み
）
此
書
於
鎌
倉
建
長
寺
得
焉
／
蓋
罕
覯
之
珍
籍
也
愛
惜
至
嘱
／
明
治
卅
九
年
三
月
初
八
　
蘇
峰
学
人
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（
本
文
一
丁
オ
、
右
中
央
に
）〔
長
好
禅
院
〕
の
蔵
書
印
。

（
本
文
三
十
八
丁
オ
、
中
央
に
）〔
長
好
禅
院
〕
と
〔
有
花
斎
碩
〕
の
蔵
書
印
。

⑦
　
松
ヶ
岡
文
庫

外
題
「
佛
乘
禪
師
東
歸
集
」（
題
簽
）

左
肩
に
「
佛
乘
禪
師
東
歸
集
」
の
題
簽
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
す
べ
て
欠
損
。

白
茶
色
無
地
紙
表
紙

縦
二
六
・
九
×
横
一
八
・
三
㎝

（
表
紙
右
肩
に
朱
書
き
で
）
両
之
箱

⑧
　
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館

（
請
求
記
号
）
渡
辺
文
庫
／
一
八
八
／
Ｅ
四
四

外
題
「
震
／
佛
乘
東
歸
集
」（
題
簽
）

無
地
紙
表
紙

縦
二
六
・
九
×
横
一
八
・
二
㎝

〔
識
語
〕（
跋
二
丁
ウ
に
）
明
治
七
戌
孟
春
／
現
住
朴
州
新
添
／
濟
北
山
大
安
禪
寺
／
蔵
本

⑨
　
報
国
寺
（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）



外
題
「
佛
乗
禅
師
東
歸
集
　
全
」（
題
簽
）

高
麗
納
戸
色
無
地
紙
表
紙

縦
二
六
・
〇
×
横
二
〇
・
〇
㎝

序
文
一
丁
オ
に
「
正
宗
菴
」
と
「
恵

」
の
蔵
書
印
有
り

裏
表
紙
に
「
澂
頭
陀
／
所
持
」
の
書
入
れ

⑩
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
写
本
（
※
相
国
寺
蔵
版
本
を
影
写
）

（
請
求
記
号
）
二
〇
三
四
‐
五
九

外
題
「
佛
乗
禅
師
東
帰
集
　
全
」（
題
簽
）

丁
字
色
横
刷
毛
目
表
紙

縦
二
六
・
八
×
横
一
九
・
二
㎝

無
辺
・
無
界
・
一
面
十
行
（
一
行
二
十
字
詰
）

〔
識
語
〕

（
序
の
前
に
）
別
ニ
報
國
本
ノ
影
冩
ア
リ
此
書
ノ
原
本
ナ
リ

（
跋
の
後
に
）
明
治
廿
年
一
月
京
都
府
相
國
寺
蔵
書
ヲ
冩
ス
／
花
房
五
郎
／
丸
山
子
堅
■
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現
存
伝
本
一
覧
（『
国
書
総
目
録
』
未
収
を
含
む
。
①
〜
⑩
は
前
述
の
書
誌
情
報
と
対
応
。）

版
本
の
刊
記
は
「
元
祿
十
六
癸
未
年
／
六
月
望
前
吉
辰
／
京
師
二
條
通
書
林
重
兵
衛
刊
行
」
と
記
さ
れ
、
す
べ
て
同
一
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
版

本
は
元
禄
十
六
年
版
し
か
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
調
査
で
跋
文
に
は
異
同
箇
所
が
見
つ
か
っ
た
。
現
存
す
る
版
木
（
６
）
を
調
査



し
た
と
こ
ろ
、
該
当
箇
所
に
埋
木
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
図
参
照
）。
こ
れ
に
よ
り
、
版
本
は
元
禄
十
六
年
版
に
埋
木
を
し
た
も
の
と
、

し
て
い
な
い
も
の
の
二
種
が
存
在
し
、
さ
ら
に
無
刊
記
本
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
少
な
く
と
も
三
種
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

巻
末
に
伝
本
の
系
統
図
を
付
記
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
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京
都
大
学
図
書
館
・
谷
村
文
庫
（
元
禄
一
六
年
刊
）

駒
沢
大
学
図
書
館
（
元
禄
一
六
年
刊
後
修
）

『
東
帰
集
』
の
版
木
（
鎌
倉
国
宝
館
に
保
管
さ
れ
る
。
所
蔵
元
は
報
国
寺
）
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そ
れ
で
は
、
い
っ
た
い
何
故
こ
の
跋
文
の
部
分
に
埋
木
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
跋
文
の
全

体
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

【
跋
文
】

佛
乗
禅
師
。
早
游
中
國
。
歴
遍
諸
師
門
庭
。
獲
聆
其
言
論
風
旨
。
故
發
爲
詩
偈
。
率
皆
磊
落
瀟
洒
。
句
法
峻
整
。
大
有
過
人
處
。
讀
其
到
岸
偈
有

曰
。
脚
跟
下
事
非
容
易
。
一
到
地
頭
方
始
休
。
余
曩
覩
〔
竺
僊
／
明
極
〕
親
書
此
偈
。
詳
味
語
脈
。
灼
有
源
委
。
可
謂
不
忝
佛
光
直
下
諸
孫
者
耶
。

元
禄
癸
未
仲
夏
日

前
主
京
城
大
徳
比
丘
宗
章
拜
手
敬
跋
　
　
　
〔
龍
睡
〕

〔
宗
章
之
印
〕

埋
木
の
該
当
部
分
に
は
、
跋
文
を
記
し
た
大
徳
寺
二
六
八
世
の
龍
睡
宗
章
が
、
天
岸
慧
廣
の
詠
じ
た
「
到
岸
」
と
い
う
偈
頌
を
見
た
感
想
が
記

さ
れ
て
い
る
。
竺
仙
梵
僊
あ
る
い
は
明
極
楚
俊
の
自
筆
の
書
物
（
親
書
）
に
よ
っ
て
こ
の
「
到
岸
」
の
偈
頌
を
見
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
優
れ
た
も

の
だ
っ
た
と
い
う
。

跋
文
に
「
余よ

曩さ
き

に
〔
竺
僊
あ
る
い
は
明
極
〕
の
親
し
く
此
の
偈
を
書
す
る
を
覩み

る
に
」
と
あ
る
。「
親
書
」
と
い
う
の
は
、
竺
僊
あ
る
い
は

明
極
の
い
ず
れ
か
が
自
ら
書
い
た
と
い
う
意
味
に
解
し
た
。

こ
の
「
到
岸
」
と
い
う
偈
頌
は
、
天
岸
慧
廣
が
元
か
ら
日
本
に
帰
る
船
中
で
詠
じ
た
も
の
で
、
同
船
し
て
い
た
明
極
楚
俊
、
竺
仙
梵
僊
、
物
外

可
什
ら
と
唱
和
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
作
品
は
明
極
楚
俊
に
よ
っ
て
清
書
さ
れ
、『
滄
海
余
波
』
と
名
付
け
ら
れ
た
。
現
在
は
逸

し
て
伝
わ
ら
な
い
が
、
そ
の
断
片
は
「
明
極
楚
俊
墨
蹟
　
洋
上
詩
（
到
岸
）
紙
本
墨
書
　
掛
幅
装
」
と
し
て
、
福
岡
県
の
崇
福
寺
に
伝
存
し
て
い

る
。版

木
が
「
竺
僊
」
か
ら
「
明
極
」
へ
と
改
め
ら
れ
た
理
由
は
、
版
本
上
梓
後
に
版
本
製
作
に
関
係
し
た
者
が
、
こ
の
明
極
楚
俊
自
筆
の
墨
蹟
を

見
て
そ
の
間
違
い
に
気
づ
き
、
訂
正
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
跋
文
中
の
「
親
書
」
と
い
う
の
は
明
極
楚
俊
の
自
筆
墨
蹟



（「
到
岸
」）
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
（
７
）
。

い
つ
埋
木
が
施
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
埋
木
が
確
認
で
き
る
前
述
の
版
本
④
駒
澤
大
学
所
蔵
本
（
書
入
れ
本
）
に
、
こ
の
本
を
所
持
し
て

い
た
近
江
・
千
手
寺
（
滋
賀
県
彦
根
市
日
夏
町
）
の
義
虔
文
義
が
「
文
政
元
年
戊
寅
臘
日
、
求
之
」
と
書
き
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
文
政
元
年

（
一
八
一
八
）
冬
に
は
既
に
埋
木
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
報
国
寺
所
蔵
本
（
書
入
れ
本
）
の
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
旧
蔵

者
・
澂
頭
陀
な
る
人
物
が
、
序
文
を
書
い
た
月
潭
道
澂
（
一
六
三
六
〜
一
七
一
三
）
だ
っ
た
と
す
る
と
、
埋
木
が
施
さ
れ
た
時
期
は
版
本
（
一
七

〇
三
）
が
刊
行
さ
れ
て
十
年
以
内
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、『
国
書
総
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
資
料
も
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
た
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
「
神
奈
川
報
国
寺
蔵
本
写
」
の

写
本
の
記
載
が
あ
る
が
、
厳
密
に
は
明
治
期
と
大
正
期
の
二
冊
の
影
写
本
で
あ
る
。
今
回
、
お
茶
の
水
図
書
館
（
成
簣
堂
文
庫
）
に
て
「
無
刊
記

本
」
を
発
見
し
た
が
、
本
文
に
異
同
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
刊
記
の
部
分
に
は
枠
だ
け
が
存
在
し
、
枠
内
に
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本

文
を
比
較
し
た
結
果
、
元
禄
十
六
年
版
と
同
版
と
考
え
ら
れ
る
。
駒
澤
大
学
図
書
館
の
版
本
は
一
冊
だ
け
で
は
な
く
二
冊
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
う
ち
一
冊
に
は
精
緻
な
書
入
れ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
鎌
倉
・
報
国
寺
に
は
『
東
帰
集
』
の
版
本
（
元
禄
十
六
年
）
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
精
緻
な
書
入
れ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
本
格
的
に
注
釈
を
施
し
た
書
入
れ
本
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
そ
の
存
在
す
ら
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

三
、
伝
自
筆
本
と
版
本
と
の
比
較
か
ら
見
え
て
く
る
も
の

（
１
）
配
列
の
変
更

①
「
散
文
」（
及
び
讃
）
を
後
半
に
移
動
し
、
部
立
を
立
て
る
。
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伝
自
筆
本
に
は
詩
と
散
文
が
分
類
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
混
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
版
本
で
は
別
に
項
目
を
立
て
て
散
文
（
序
及
び
小
仏
事
、

讃
な
ど
）
を
後
半
部
分
に
移
動
し
て
い
る
。

②
　
作
品
内
部
の
配
列
変
更

一
八
五
「
次
則
長
老
山
居
十
頌
韻
回
之
以
一
偈
」
は
、
合
計
十
一
首
の
連
作
だ
が
、
伝
自
筆
本
と
版
本
を
比
較
し
て
み
る
と
、
偈
頌
の
配
列
が

全
く
違
う
。
伝
自
筆
本
で
は
五
言
絶
句
と
七
言
絶
句
が
分
類
さ
れ
ず
に
並
ん
で
い
る
が
、
版
本
は
そ
れ
を
詩
の
形
式
ご
と
に
並
べ
替
え
た
こ
と
が

分
か
る
。

（
２
）
消
さ
れ
る
偈
頌
と
新
出
す
る
偈
頌

①
伝
自
筆
本
に
は
存
在
す
る
も
、
版
本
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
十
一
篇

〔
翻
刻
凡
例
〕

一
、
字
体
は
原
則
的
に
底
本
の
通
り
と
し
た
が
、
一
部
改
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

一
、
難
読
の
文
字
に
は
■
を
当
て
る
。

一
、
底
本
で
欠
損
し
て
い
る
部
分
は
□
を
当
て
る
。
版
本
や
影
写
本
に
欠
損
部
分
の
文
字
が
残
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
□
内
に
そ
の
文
字
を
記
し
た
。
？
を
注
記
し
た

文
字
は
疑
問
の
残
る
文
字
で
、
欠
損
文
字
が
推
測
さ
れ
る
場
合
も
？
を
注
記
し
（

）
内
に
表
記
し
た
。

一
、
通
読
の
便
宜
の
た
め
、
私
に
句
点
「
、」
を
施
し
た
。

一
、
見
せ
消
ち
、
訂
正
等
の
箇
所
は
、
拙
稿
（
９
）の

翻
字
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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版
本
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
偈
頌
十
一
篇
の
う
ち
、
冊
子
本
の
巻
頭
に
収
め
ら
れ
る
四
篇
（
一
、
三
〜
五
）
と
一
四
「
介
翁
」、
一
五
七
「
鏡

銘
」
の
二
篇
、
計
六
篇
は
、
大
き
さ
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
欠
損
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
六
篇
は
欠
損
部
分
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
版
本
へ
の

収
録
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
欠
損
は
な
い
も
の
に
一
二
一
「
為
妙
性
禅
門
火
」
と
一
三
四
「
祖
峯
（
一
）」
の
二
篇
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
作
品
全
体
を
削
除
す
る
見

せ
消
ち
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
特
に
一
三
四
「
祖
峯
（
一
）」
に
は
注
記
に
「
未
定
」
と
あ
り
、
本
文
が
ま
だ
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
版
本
は
そ
の
指
示
に
従
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

残
る
三
篇
、
二
「
足
翁
」、
七
六
「
秀
公
遺
像
賛
」、
一
七
九
「
達
磨
」
は
、
欠
損
も
見
せ
消
ち
も
な
く
、
版
本
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は

判
然
と
し
な
い
。

②
版
本
に
は
存
在
す
る
も
、
伝
自
筆
本
に
は
存
在
し
な
い
四
篇



こ
れ
ら
四
篇
の
典
拠
を
稿
者
は
撰
集
に
求
め
た
。
し
か
し
、
天
岸
慧
廣
の
作
品
を
収
録
す
る
撰
集
は
非
常
に
少
な
く
、
管
見
の
限
り
で
は
『
遍

界
一
覧
亭
記
并
偈
』（
一
三
二
九
（
10
）
）
と
『
本
朝
高
僧
詩
選
』（
一
六
九
三
（
11
）
）
の
み
で
、
い
ず
れ
も
一
篇
し
か
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

調
査
の
結
果
、
以
下
の
資
料
に
天
岸
慧
廣
の
作
品
は
未
収
録
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
旨
付
記
し
て
お
く
。『
百
人
一
首
』（
横
川
景
三
（
12
）
）、『
北
斗

集
』（
明
応
七
序
（
13
）
）、『
花
上
集
』（
僧
某
、
室
町
中
期
（
14
）
）、『
禅
林
雅
頌
集
』（
僧
某
、
室
町
中
期
（
15
）
）、『
中
華
若
木
詩
抄
』（
如
月
寿
印
、
室
町
時
代
末
（
16
）
）、

『
翰
林
五
鳳
集
』（
以
心
崇
伝
編
、
江
戸
初
期
（
17
）
）、『
和
漢
高
僧
詩
偈
抄
』（
静
庵
観
禅
編
、
文
化
一
四
刊
（
18
）
）

他
の
禅
僧
た
ち
の
次
韻
や
和
韻
な
ど
に
よ
っ
て
、
天
岸
慧
廣
の
名
前
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
撰
集
が
天
岸
慧

廣
の
作
品
を
収
録
し
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
考
え
て
、
江
戸
元
禄
期
の
版
本
の
登
場
ま
で
そ
の
作
品
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
読
者
の
目
に
入
ら
な
か

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

版
本
に
の
み
存
在
す
る
四
首
は
、
撰
集
な
ど
か
ら
取
り
上
げ
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
拙
稿
（
19
）

で
指
摘
し
た
よ
う
に
伝
自
筆
本
は
後
人

の
手
に
よ
っ
て
改
装
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
丁
の
い
く
つ
か
が
散
逸
し
た
（
あ
る
い
は
既
に
散
逸
が
始
ま
っ
て
い
た
か
ら
改
装
し
た
）
と
仮
定

す
れ
ば
、
こ
れ
ら
四
首
が
版
本
で
新
出
す
る
こ
と
も
説
明
で
き
る
。

（
３
）
詩
題
の
変
更
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一
二
、
一
三
、
八
三
は
「
讃
」
と
い
う
部
立
に
ま
と
め
ら
れ
た
た
め
、
こ
と
さ
ら
詩
題
に
「
賛
」
を
付
す
る
意
味
が
無
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。版

本
で
は
六
〇
、
六
五
、
九
九
、
一
二
八
、
一
九
二
は
す
べ
て
詩
題
の
一
部
が
削
ら
れ
た
形
に
な
っ
て
お
り
、
多
く
は
説
明
的
な
語
句
を
削
除

し
て
い
る
。

一
八
四
は
伝
自
筆
本
と
版
本
の
間
で
、
語
句
が
反
転
し
て
い
る
。
二
〇
二
は
「
号
」
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
道
号
頌
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り

と
分
か
る
が
、
そ
れ
を
説
明
的
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
版
本
で
「
号
」
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
そ
の
他
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①
文
字
の
変
更

伝
自
筆
本
と
版
本
の
間
で
最
も
多
く
見
ら
れ
る
の
が
文
字
異
同
で
あ
る
。
そ
の
例
を
グ
ル
ー
プ
分
け
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

（
１
）
略
字
を
正
式
な
字
に
直
し
た
場
合
（
九
六
「
贈
謙
無
礙
東
行
」）、（
２
）
紛
ら
わ
し
い
字
の
場
合
（
二
九
「
送
同
友
歸
徑
山
」、
九
二
「
無

参
」、（
３
）
訓
読
の
際
に
解
釈
が
異
な
っ
た
場
合
（
三
三
「
寄
呈
雲
門
断
江
和
尚
」、
七
四
「
闡
提
和
尚
五
七
忌
拈
香
」、
一
二
三
「
月
菴
」）
な

ど
。
全
体
的
に
見
て
、
多
く
は
一
字
程
度
の
異
同
で
あ
り
、
伝
自
筆
本
と
版
本
の
間
で
詩
句
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
る
例
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か

っ
た
。

②
語
順
が
反
対
に
な
る

七
五
「
普
濟
寺
安
土
地
」、
九
六
「
贈
謙
無
礙
東
行
」
で
は
、
語
順
が
反
対
に
な
る
例
が
見
ら
れ
る
。

③
文
字
の
脱
落

七
四
「
闡
提
和
尚
五
七
忌
拈
香
」、
九
六
「
贈
謙
無
礙
東
行
」、
一
二
三
「
月
菴
」、
一
六
九
「
明
極
和
尚
滄
海
餘
波
序
」
の
四
篇
は
そ
れ
ぞ
れ
、

伝
自
筆
本
に
は
あ
る
文
字
が
版
本
で
脱
落
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。



④
伝
自
筆
本
に
訂
正
指
示
が
あ
る
も
、
版
本
は
従
わ
な
い
場
合
。

九
六
「
贈
謙
無
礙
東
行
」、
一
一
〇
「
栢
庭
」、
一
二
三
「
月
菴
」
の
三
篇
で
は
、
伝
自
筆
本
に
見
せ
消
ち
な
ど
に
よ
る
訂
正
指
示
が
あ
る
が
、

版
本
が
そ
の
指
示
に
従
わ
な
い
例
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
一
二
三
「
月
菴
」
は
前
述
の
「
訓
読
の
際
に
解
釈
が
異
な
っ
た
場
合
」
に
該
当
す
る
。

一
二
三
「
月
菴
」
は
七
言
絶
句
で
あ
る
の
で
そ
の
字
数
に
留
意
し
な
が
ら
訓
読
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
自
」
を
補
入
と
考
え
れ
ば
「
風
自

従
兔
子
」
と
な
り
、「
自
」
を
「
従
」
の
代
わ
り
に
入
れ
る
と
考
え
れ
ば
、「
風
自
他
兎
子
」
と
な
る
。

四
、
伝
自
筆
本
の
原
態
に
つ
い
て

伝
自
筆
本
と
版
本
の
間
に
見
ら
れ
る
違
い
は
作
品
配
列
で
は
顕
著
で
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
で
詩
句
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま

り
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
作
品
配
列
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
の
『
報
国
寺
文
書
』
の
記
述
（
20
）

か
ら
、
伝
自
筆
本
は
早
い
段
階
か
ら
一
冊
で
、
書
名
が
『
東
帰
集
』
で
あ
っ
た
と
確
認

で
き
る
。
し
か
し
、
中
国
か
ら
の
帰
朝
を
意
味
す
る
「
東
帰
」
と
い
う
題
で
は
、
在
元
時
の
作
品
群
は
包
含
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
別
源
円
旨

（
一
二
九
四
〜
一
三
六
四
）
は
在
元
時
の
作
品
群
を
『
南
游
集
』、
帰
朝
以
後
の
作
品
群
を
『
東
帰
集
』
と
い
う
形
で
ま
と
め
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
天
岸
慧
廣
の
『
東
帰
集
』
の
原
態
は
、
在
元
時
の
作
品
を
ま
と
め
た
一
群
と
、
帰
朝
以
後
の
作
品
を
ま
と
め
た
一
群
と
に
分

か
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
伝
自
筆
本
に
は
後
人
の
手
に
よ
る
改
装
が
見
ら
れ
、
他
に
も
い
く
つ
か
の
特
徴
的
な
部
分
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

伝
自
筆
本
の
現
在
見
ら
れ
る
配
列
と
本
来
の
配
列
は
違
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
版
本
の
配
列
と
い
う
の
は
、

実
は
伝
自
筆
本
が
改
装
さ
れ
る
前
の
配
列
に
近
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
出
て
く
る
。

こ
の
仮
説
に
も
と
づ
い
て
、
伝
自
筆
本
の
も
と
も
と
の
配
列
を
考
え
て
み
た
い
。
版
本
の
配
列
番
号
を
伝
自
筆
本
に
重
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
番
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号
が
大
き
く
離
れ
る
と
こ
ろ
と
一
定
の
ま
と
ま
り
を
示
す
部
分
が
あ
っ
た
。
こ
の
一
定
の
ま
と
ま
り
が
次
の
表
で
あ
る
。（
散
文
な
ど
が
、
版
本

で
は
「
部
立
」
を
立
て
て
後
半
に
移
動
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
こ
の
中
に
含
ま
な
い
。）

Ａ
　
伝
自
筆
本
で
は
、
作
品
の
序
盤
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
六
「
成
山
」
の
後
に
不
自
然
な
余
白
が
あ
る
。
こ
の
「
成
山
」
と
い
う
偈
頌
は
、
版

本
を
見
る
と
全
体
の
九
割
を
占
め
る
「
偈
頌
」
の
最
後
に
位
置
し
て
い
る
。「
成
山
」
が
も
と
も
と
最
後
尾
に
位
置
し
て
い
た
な
ら
ば
、
不
自
然

に
見
え
た
余
白
も
、
こ
れ
以
降
に
作
品
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
む
し
ろ
自
然
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
改
装
さ
れ
る

前
の
伝
自
筆
本
に
お
い
て
、
最
後
尾
に
位
置
し
て
い
た
と
推
測
す
る
。

ま
た
、
冒
頭
の
作
品
は
丁
の
ウ
ラ
か
ら
作
品
が
書
か
れ
始
め
る
が
、
そ
の
オ
モ
テ
に
中
国
か
ら
の
帰
朝
を
示
す
「
東
歸
」
の
扉
題
が
あ
る
（
共

紙
表
紙
）。
こ
の
扉
題
が
存
在
す
る
こ
と
や
、
一
五
「
戯
寄
夢
窓
和
尚
」（
夢
窓
疎
石
は
中
国
に
渡
っ
て
い
な
い
）
な
ど
か
ら
、
お
そ
ら
く
帰
朝
以

後
の
作
品
群
と
思
わ
れ
る
。

Ｂ
　
元
禄
版
本
に
「
已
上
在
唐
時
作
」
と
し
て
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
作
品
群
で
あ
る
。
こ
れ
は
別
源
円
旨
の
『
南
游
集
』
の
よ
う
な
扉
題

が
別
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
改
装
の
際
に
（
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
）、
そ
の
扉
題
が
紛
失
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
だ
と
す
れ



ば
、
そ
の
扉
題
（
共
紙
表
紙
）
の
裏
に
付
随
し
た
作
品
が
い
く
つ
か
紛
失
し
た
こ
と
に
も
な
り
、
そ
の
中
に
版
本
に
新
出
し
た
三
一
「
送
英
千
祐

蔵
主
帰
潮
陽
」、
三
二
「
無
心
」
が
含
ま
れ
て
い
た
か
。

Ｃ
　
現
在
の
と
こ
ろ
中
国
の
作
（
十
七
篇
）、
日
本
で
の
作
（
十
五
篇
）
が
確
認
で
き
る
。
道
号
頌
な
ど
が
多
分
に
混
在
し
て
い
る
た
め
、
は
っ

き
り
と
断
定
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
。

Ｄ

「
鏡
銘
」
と
い
う
一
作
品
で
あ
る
。
伝
自
筆
本
の
中
で
唯
一
の
著
者
の
署
名
「
天
岸
慧
廣
戯
書
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
人
が
こ
の
部
分
を

奥
書
と
し
て
代
用
す
る
た
め
、
巻
末
に
移
動
し
て
き
た
も
の
か
。『
報
国
寺
文
書
』
三
六
一
「
法
衣
箱
入
日
記
」（
一
四
九
九
）
に
は
「
鏡
　
有
銘

一
面
」
と
あ
る
が
、
同
三
六
一
「
報
国
寺
什
物
失
却
帳
」（
コ
ノ
文
書
、
未
ダ
ソ
ノ
年
次
ヲ
詳
ニ
セ
ズ
）
に
「
同
（
開
山
）
御
鏡
一
面
」
と
あ
る

の
で
、
現
在
こ
の
鏡
は
散
逸
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

Ｅ
　
元
禄
版
本
に
「
已
上
在
唐
時
作
」
と
さ
れ
る
作
品
が
二
篇
（
一
五
八
、
一
五
九
）
含
ま
れ
、
ま
た
偈
頌
の
内
容
か
ら
帰
朝
時
の
船
中
詠
の
も

の
が
九
篇
（
一
六
〇
〜
一
六
八
）
含
ま
れ
る
。
天
岸
慧
廣
ら
が
帰
朝
し
た
際
、
唱
和
し
た
作
品
群
を
ま
と
め
て
明
極
楚
俊
が
清
書
し
た
『
滄
海
餘

波
』
に
天
岸
慧
廣
が
序
文
を
付
し
た
一
六
九
「
明
極
楚
俊
滄
海
餘
波
序
」
や
、
天
岸
慧
廣
が
足
利
尊
氏
、
足
利
直
義
に
与
え
た
道
号
頌
（
21
）

一
七
七

「
仁
山
」、
一
七
八
「
古
山
」、
あ
る
い
は
夢
窓
疎
石
と
の
交
流
を
示
す
一
八
〇
「
甲
州
恵
林
適
値
祖
忌
作
偈
呈
夢
窓
和
尚
」
は
明
ら
か
に
日
本
で

の
作
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｆ
　
こ
こ
に
収
録
さ
れ
る
作
品
群
の
上
部
に
は
、
一
部
墨
点
が
振
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
版
本
の
配
列
通
り
、
Ｃ
の
後
に
つ
な
げ
る
と
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
一
八
五
「
次
則
長
老
山
居
十
頌
韻
回
之
以
一
偈
」
を
一
五
六
「
雪
渓
」
の
直
後
に
接
続
す
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
一
五

六
の
上
部
に
も
墨
点
が
振
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
現
状
で
は
冊
子
と
巻
子
に
分
断
さ
れ
て
い
る
Ｃ
と
Ｆ
で
あ
る
が
、
本
来
は
非
常
に
近

接
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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五
、
結
び
と
し
て

こ
の
よ
う
に
、
現
状
の
伝
自
筆
本
を
版
本
に
従
っ
て
作
品
配
列
を
動
か
し
て
み
る
と
、
不
自
然
で
あ
っ
た
部
分
が
整
合
性
を
も
つ
例
が
い
く
つ

か
見
ら
れ
た
。
未
だ
そ
の
作
品
配
列
の
す
べ
て
を
解
明
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
現
状
の
伝
自
筆
本
よ
り
も
版
本
の
作
品
配
列
の

方
が
、『
東
帰
集
』
の
原
態
に
近
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
版
本
は
伝
自
筆
本
に
忠
実
で
、
作
品
配
列
以
外
で
重
大
な
差
違
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
版

本
編
者
の
態
度
を
考
え
る
と
、
散
文
な
ど
を
後
半
に
ま
と
め
て
移
動
し
た
よ
う
な
部
分
は
編
者
に
よ
る
も
の
と
し
て
も
、
版
本
編
纂
の
段
階
で

『
東
帰
集
』
の
作
品
配
列
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
反
対
に
伝
自
筆
本
は
、
文
字
そ
の
も
の
は
仏
乗
禅
師
（
天
岸
慧
廣
）
の
自

筆
と
思
わ
れ
る
が
（
22
）
、
後
人
の
改
装
に
よ
っ
て
そ
の
配
列
は
原
態
か
ら
大
き
く
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、『
東
帰
集
』

の
原
態
は
現
状
の
伝
自
筆
本
よ
り
も
む
し
ろ
版
本
の
方
に
こ
そ
色
濃
く
残
っ
て
い
る
と
稿
者
は
考
え
る
。

こ
の
偈
頌
集
が
『
東
帰
集
』
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
た
こ
と
を
示
す
文
献
を
探
し
て
見
る
と
、
そ
の
最
も
早
い
も
の
と
し
て
明
応
八
年
（
一
四
九

九
）
の
『
報
国
寺
文
書
』
三
六
一
「
法
衣
箱
入
日
記
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
著
者
で
あ
る
天
岸
慧
廣
が
没
し
た
建
武
二
年
（
一
三

三
五
）
か
ら
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
の
「
法
衣
箱
入
日
記
」
の
記
述
ま
で
、
一
六
四
年
と
い
う
空
白
の
期
間
が
あ
る
。
こ
の
一
六
四
年
の
間
に
、

「
東
帰
」
と
い
う
題
の
他
に
、
例
え
ば
「
南
游
」
と
い
う
題
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
の
証
拠
に
伝
自
筆
本
の
題
箋
に
は

「
東
帰
集
　
　
全
」（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
も
と
も
と
は
複
数
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
伝
自
筆
本
の
原
態
は
、
例
え
ば
在
元
時
・
帰
朝
時
・
帰
朝
以
後
な
ど
の
い
く
つ
か
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
「
区

切
れ
」
を
示
唆
す
る
も
の
が
、
巻
子
本
に
見
ら
れ
る
二
つ
の
著
者
印
で
あ
り
、
冊
子
本
・
巻
子
本
の
両
書
に
見
ら
れ
る
作
品
上
部
に
振
ら
れ
た
墨

点
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
は
後
人
が
改
装
（
冊
子
と
巻
子
に
分
裂
）
し
た
際
に
そ
の
機
能
を
失
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



〔
註
〕

（
１
）

お
茶
の
水
図
書
館
（
成
簣
堂
文
庫
）
所
蔵
本
（
元
禄
十
六
年
版
本
・
無
刊
記
版
本
）、
松
ヶ
岡
文
庫
（
旧
積
翠
軒
文
庫
）
所
蔵
本
（
元
禄
十
六
年
版
本
）

（
２
）

北
村
澤
吉
『
五
山
文
学
史
稿
』
冨
山
房
、
昭
和
十
六
年
十
月

（
３
）

日
本
古
典
文
学
大
系
八
十
九
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
四
年

（
４
）
「
重
要
文
化
財
『
東
帰
集
』（
伝
仏
乗
禅
師
自
筆
）
―
翻
刻
と
解
説
―
」
二
松
学
舎
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
機
関
誌
「
日
本
漢
文
学
研
究
」
創
刊
号
、
平
成
十

八
年
三
月

（
５
）

注
４
に
同
じ
。

（
６
）

版
木
は
昭
和
初
期
ま
で
報
国
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
現
在
は
鎌
倉
国
宝
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
版
木
を
版
本
と
比
較
す
る
と
二
十
五
丁
〜
二
十
八
丁
に
対

応
す
る
版
木
が
な
い
。
一
枚
の
版
木
（
表
裏
）
に
四
丁
ず
つ
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
来
は
十
一
枚
の
版
木
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
７
）

福
岡
県
の
崇
福
寺
に
明
極
楚
俊
自
筆
の
墨
蹟
（
洋
上
詩
「
到
岸
」）
が
存
在
す
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
自
筆
墨
跡
は
平
成
三
年
度
福
岡
市
博
物
館
特
別
企
画
展

図
録
『
博
多
禅
―
日
本
禅
宗
文
化
の
発
生
と
展
開
』（
福
岡
市
博
物
館
編
集
、
平
成
三
年
十
月
十
九
日
発
行
）
の
百
二
十
八
頁
（
資
料
番
号
九
十
九
）
に
よ
っ
て

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
報
国
寺
の
齊
藤
達
雄
氏
、
渡
辺
昌
明
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
８
）

巻
末
の
詩
題
配
列
比
較
表
を
参
照
。

（
９
）

注
４
に
同
じ
。

（
10
）

清
拙
正
澄
著
『

界
一
覧
亭
記
并
偈
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
本
（
神
奈
川
瑞
泉
寺
蔵
本
写
）、
嘉
暦
四
年

（
11
）

晦
巌
道
煕
編
『
本
朝
高
僧
詩
選
』
内
閣
文
庫
蔵
本
、
元
禄
八
年
版

（
12
）

塙
保
己
一
原
編
『
続
群
書
類
従
』
十
二
輯
上
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
成
六
年
五
月

（
13
）

塙
保
己
一
原
編
『
続
群
書
類
従
』
三
十
四
輯
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
四
十
四
年

（
14
）

塙
保
己
一
原
編
『
続
群
書
類
従
』
十
二
輯
上
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
成
六
年
五
月

（
15
）
『
禅
林
雅
頌
集
』
禅
学
古
典
選
刊
禅
林
雅
頌
集
（
仮
題
）
／
愛
知
学
院
大
学
附
属
図
書
館
編
、
平
成
一
一
年

（
16
）

大
塚
光
信
・
尾
崎
雄
二
郎
・
朝
倉
尚
校
注
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
五
三
巻
『
中
華
若
木
詩
抄
・
湯
山
聯
句
抄
』
岩
波
書
店
、
平
成
七
年
七
月

（
17
）

鈴
木
学
術
財
団
編
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
八
十
八
〜
九
十
巻
、
昭
和
四
十
七
年

（
18
）

静
庵
観
禅
編
『
和
漢
高
僧
詩
偈
抄
』
国
会
図
書
館
蔵
本
、
文
化
十
四
年
刊

（
19
）

注
４
に
同
じ

（
20
）
『
報
国
寺
文
書
』
三
六
一
「
法
衣
箱
入
日
記
」（
鎌
倉
市
史
編
纂
委
員
会
『
鎌
倉
市
史
』
史
料
編
第
三
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
四
年
、
所
収
）
に
は
、『
東

帰
集
』
の
書
名
が
あ
り
、
明
応
八
年
己
未
三
月
の
段
階
で
一
冊
だ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）

玉
村
竹
二
「
足
利
直
義
禅
宗
信
仰
の
性
格
」（『
日
本
禅
宗
史
論
集
』
下
之
二
、
思
文
閣
出
版
、
昭
和
五
十
六
年
一
月
、
所
収
）、
堀
川
貴
司
「
足
利
直
義
―
政

治
・
信
仰
・
文
学
」（『
新
古
今
集
と
漢
文
学
』
汲
古
書
院
、
平
成
四
年
十
一
月
、
所
収
）
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（
22
）

注
４
を
参
照
。

〔
附
記
〕

報
国
寺
・
菅
原
義
久
御
住
職
に
は
資
料
の
閲
覧
ほ
か
大
変
な
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
円
覚
寺
・
近
藤
喜
一
郎
先
生
、
報
国

寺
・
由
井
昇
氏
、
渡
辺
昌
明
氏
、
齊
藤
達
雄
氏
、
鎌
倉
国
宝
館
の
内
田
浩
史
氏
、
二
松
学
舎
大
学
の
高
山
節
也
先
生
、
町
泉
寿
郎
先
生
、
鶴
見
大
学
の
堀
川
貴
司
先
生

に
数
々
の
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
資
料
の
閲
覧
及
び
複
写
に
際
し
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
諸
機
関
の
皆
様
に
も
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
は
平
成
十
七
年
七
月
二
十
三
日
、
学
習
院
大
学
で
行
わ
れ
た
和
漢
比
較
文
学
会
東
部
例
会
で
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
席
上
、
諸
先
生
よ
り

有
益
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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